
第７節 人々の生活と魚類

１ 人々と川魚の関わりとは

天竜川漁業協同組合では、１月～４月

にかけて、アマゴやイワナの成魚を天竜

川の主な支流に放流しています。１０月

～１２月には、アマゴやイワナの発眼卵

を支流に放流しています。また、諏訪湖

のワカサギが有名ですが、箕輪ダムにも

ワカサギのふ化卵を放流しています。

川魚は貴重なタンパク源!

写真１ アユの煮付け料理

昔から上伊那の天竜川は、内陸部にあ

り海から遠い土地でしたので、川や湖で

捕れる魚は貴重なタンパク源でした。江

戸時代には、アマゴ、イワナ、ナマズ、

ウグイ、オイカワ、カマツカ、カジカ、

ヨシノボリ類、アカザ、アユなどの魚が

すでに食用として利用されていたようで

す。千曲川や犀川ではサケが重要な漁獲

対象であったのに対してサケの分布域か

らはずれた天竜川では、アユやウナギが

重要な漁獲対象であったようです。

魚ではありませんが、すっかり珍味と

して定着しているザザムシも天竜川の恵

みのひとつです。ザザムシを食べるのは

上伊那地方に見られる食習慣ですが、こ

れはこの地域の天竜川が早瀬や平瀬が多

くザザムシと呼ばれる水生昆虫らの生息

に適した河川形態であることに裏打ちさ

れています。

交通網、流通網が発達し、様々な食材

が手に入る現在でも天竜川流域では川魚

がよく食されています。この地方に特徴

的な川魚の調理方法はないようです。ま

た、以前はあった川魚料理の店もほとん

ど見られなくなりました。一般的な料理

方法としては、イワナ、アマゴ、アユは

塩 焼き にし て 食べ るこ とが 多い よ うで

す。また、アユ、ウグイ、ドジョウ、ヨ

シノボリなどの小魚は、砂糖と醤油を使

って、甘辛く味を付けて食べられること

があるようです。

２ 漁を楽しむ

筌や梁
うけ やな

天竜川上流部では、昔から釣りが盛ん

に行われてきました。天竜川本流では、

アユ釣りが、各支川では、アマゴやイワ

ナをねらった渓流釣りが盛んに行われて

います。上伊那漁業組合では毎年、アマ

ゴやイワナ、アユの稚魚を各河川に放流

写真２ 梁漁を楽しむ子供達
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して魚の資源保護を行っています。

長野県、特に天竜川では、河川に生息

する魚を貴重なタンパク源として利用さ

れてきました。古くから河川漁業が盛ん

に行われてきました。投網や釣りをはじ

めとして、川干し漁、ごろ曳き漁、千本

突き漁、石積み漁など、魚の生態や生活

史を利用して独特の漁法が行われてきた

のです。現在では、魚の資源保護のため

禁止されています。

しかし、長野県知事の許可によりいく

つかの漁法が現在でも行われています。

梁漁は、産卵期のアユやウグイなどの

魚が川を下る習性を利用した漁法です。

写真３ やなの様子

写真４ 巨大ナマズ

－２－

長野県では、千曲川の梁漁が有名です

が、上伊那地方でも古くから行われてき

ました。戦後、梁を組む人が少なくなり

見ることができなくなりましたが、平成

２年に中川村で復活し、翌年伊那市でも

復活しました。（現在伊那市では行われ

ていません）９月～１０月頃まで行われ、

アユ、ウグイ、フナ、鯉、ウナギなどの

魚が捕れます。地元の園児や小学生など

が訪れ、自然と触れ合うことができる貴

重な場所となっています。

しかし、近年ではブラックバスやブル

ーギルといった外来種が数多く梁にかか

るようになってきました。写真６は実際

写真５ 大きく成長したアユ

写真６ コクチバス



に梁にあがったコクチバスですが、３０

ｃｍをはるかに越えています。梁は天竜

川本流の３分の１程度の水が流れるよう

に、梁の方へ川を分けて流します。2015

年度、梁に上がったコクチバスは約１ヶ

月で７匹となっています。ブラックバス

はもともと流れの緩やかなところを好む

習性がありますので、本流の淵やワンド

などには、３０ｃｍ以上になるような

写真８ 天竜川（駒ヶ根市東伊那付近）

写真７ 梁にあがった鯉

コクチバスがかなりの数，生息している

と考えられます。

「筌漁」は、竹を加工して「筌」とよば

れるカゴのを作り、魚の通り道に沈めて

おく漁法です。天竜川本流から分かれて

い る浅 瀬で 流 れが 緩や かな 場所 を 選び

「筌」を設置します。「筌」は中に入っ

てきた魚が出られないようなつくりにな

っています。カゴは独特の製法があり、

細く切った竹を筒状に編んで作るのです

が、作れる方も少なくなっています。

写真９のように川の流れに逆らうよ

う、下流に向かってカゴの入り口を沈め、

カゴのまわりに魚をおびきよせる石を並

べておくのが特徴です。魚がどのように

泳ぐのか予想して、どこにカゴを置くの

か考えるのもこの漁法の大変面白いとこ

ろです。

写真９ 浅瀬に設置したカゴ
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写真１０ カゴを沈めた様子

アブラハヤ、ドジョウ、シマドジョウ、

ウグイ、カワヨシノボリ、ナマズ、カマ

ツカなど、多くの種類の魚が捕れます。

魚は、川の流れに対して逆らって泳ぐ習

性があり、この性質を利用した漁法と言

ってよいでしょう。

しかし、地元で漁をされている方の話

では、昔に比べると魚の数が減少傾向に

あるとお聞きしました。自然豊かな環境

をいかにして守っていくことができるか

考えていかなくてはなりません。

体長１０ｃｍほどのナマズの子どもで

す。ナマズは大きくなると６０ｃｍくら

いまで成長します。体にウロコがなく、

粘液による滑りが強い魚です。夜行性で

カエルやドジョウなど他の魚を丸呑みに

して食べます。

写真１１ ウケに入ったナマズの稚魚

－４－

口ひげがドジョウよりも４本少なく、

６本あるのが特徴です。また、体に不規

則な斑紋があります。砂底があるところ

を好みます。スナドジョウ、ゴマドジョ

ウなどと呼ばれています。

上伊那ではズコンボ、ズッコンボ、バカ

ツカと呼んだりします。１対の口ひげが

あり、砂の上をはうようにしながら水生

昆虫などを食べる底成魚です。天竜川で

よく捕れますが、敬遠される魚です。

天竜川を代表する底成魚です。底生動物

や付着藻類を食べて生活しています。ヨ

ナカジカなどと呼ばれている魚です。

写真１２ ウケに入ったシマドジョウ

写真１３ カマツカ

写真１４ カワヨリノボリ



天竜川での釣りの方法

天竜川上流部では、前述のように昔か

らタンパク源として川魚に対する関心が

高く、釣りも盛んに行われてきました。

ここでは代表的な方法をいくつか紹介し

ます。

アユの友釣り

この釣り方は、アユが持つ「なわばり」

の習性を利用した方法です。アユは、川

底の石に付着したコケを餌にして大きく

育つ魚です。食性が動物でなく植物なの

で、きゅうりのような臭いがするとても

美しい魚です。餌で釣るのではなく、自

分のなわばりに進入してくる他のアユを

攻撃するときに体当たりしてくるような

行動をとります。友釣りはこの習性を利

用した釣り方になりますので、おとりア

ユに針をつけ、アユがなわばりを張って

いそうなところにおとりアユを誘導して

泳がせると体当たりしたアユが針にひっ

かかるしくみです。（下図参照）

脈釣り

針の上におもり、その上に当たりを見

分けるための目印をつけた仕掛けを川の

上流から下流に向けて餌を流し、魚を釣

り上げる方法です。上伊那地方の渓流で

は、川幅の狭いところでは、この方法が

主流になります。餌は、ミミズや川底に

いるカワゲラなどの虫を使うとよく釣れ

ます。対象魚は、、イワナやアマゴ、オ

イカワ、ウグイなどです。

毛針釣り

針に野鳥などの毛を巻いて、虫に似せ

た疑似餌を使い魚を釣る方法です。この

地方では昔からテンカラ釣りやカガシラ

釣りなどの方法が行われてきました。カ

ガシラ釣りの仕掛けは、大型スーパーな

どでも販売されているので、竿さえあれ

ば 手軽 に親 し むこ とが でき る釣 り 方で

す。夕方日の暮れる頃、川の水面を虫が

飛び回るころに合わせて釣ると、一度に

２，３匹釣れることがあるので釣りの醍

醐味を味わうことができる釣り方です。

しかし、最近ウグイやオイカワなどの魚

が減少しているのか、この釣り方でもあ
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ま り釣 れ ない こと が多 く なっ てき まし

た。

その他の釣り

その他の方法として、うき釣りや吸い

込み針を使った釣り方などがあります。

うき釣りは、脈釣りの目印のところをう

きにして、仕掛けをうきによって浮かせ

ながら流して釣る方法です。ウグイ、オ

イカワ、鯉、フナなどを釣ることができ

ます。また、吸い込み針を使った方法で

は、リールと専用の竿を用意し、練り餌

で吸い込み針を包み込み、天竜川本流の

深 い淵 の よう な所 に投 げ 込み 大物 の魚

（主に鯉など）を狙います。鯉やウグイ、

フナなどを釣ることができます。

また、最近ではルアーを使って天竜川

本流で大きく成長したニジマスやアマゴ

（上伊那地域では、天竜差しと言ってパ

ーマークが消えるほどの大物）を狙う釣

り人も増えてきました。ブラックバスな

どの外来種の増加にともない、バス釣り

をする人もかなり見かけるようになって

きました。
－６－

３ 水田と魚の関係

田んぼから魚が消えた今から４０年ほど

前は、水田の間を流れる用水路は魚だけ

でなく、多様な生き物が見られました。

また、水田では鯉の稚魚を飼うことで雑

草 の駆 除を 行 った りも して いま し たの

で、現在ほど農薬等の影響はなかったと

考えられます。

近年天竜川等で行われている大規模な河

川改修工事だけでなく、その周辺におけ

る水田地帯を流れる用水路についても、

どの地区においてもコンクリートを使っ

た工事を行うことにより、昔から多くの

魚が生息できた環境がかなり変化してき

ています。コンクリートを使うことによ

り元々そこにあった水生植物が大幅に減

少し水の流れが速くなることで、緩やか

な流れを好む魚には住みづらい環境にな

写真１４ 近代的な用水路（中川村田島）

写真１５ 用水路で生活するアブラハヤ



ってきているようです。

また、用水路と水田の間に段差を作っ

てしまったことで、コイやナマズなどの

魚が水田や用水路を行き来することがで

きなくなってしまいました。そのような

中でも、アブラハヤ、ドジョウなどが主

に見られます。水路と水路が交差して、

水が落ち込んでいるような場所に多く見

られます。

写真１４の場所では、カナダモなどの

水草がたくさんあり、流れが緩やかで泥

が深くたまっているところもあり魚が隠

れるには絶好の場所になっていました。

タモ網を使って３０分で５０匹ほどのド

ジョウが捕獲できました。また、絶滅危

惧種にもなっているヤツメウナギも生息

していました。また、天竜川とつながっ

ているためか、このようなところにも５

ｃｍ程度のコクチバスの稚魚が、ときど

き見られます。

写真１６ 生態系豊かな伊那市西春近付近の水路
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４ 川魚の激減はなぜ？

近年天竜川に生息する魚食鳥類とし

て、その生態から特に危惧されているの

が、カワウです。カワウは、昔本州の海

岸に近いところで繁殖していましたが、

全国で数が激減し、狩猟が禁止されまし

た。その後、個体数が急激に増えてきま

した。もともと天竜川下流部にいたもの

が、上流部まで生息地を広げてきたと考

えられます。カワウは黒色で、大型の鳥

で、魚を主食としています。有名な長良

川の鵜飼い（鵜飼いではウミ鵜を使って

います）で魚を捕る様子をテレビで見た

ことがある人もいると思います。

大きな群れをつくって飛ぶときにはV

字型になり飛びます。以前は、駒ヶ根市

の吉瀬ダム付近をたくさんのカワウがね

ぐらにしていましたが、現在ではあちら

こちらの場所ををねぐらにしているよう

です。カワウは、１日に１羽あたり500

ｇ以上の魚を補食して生活しています。

アユだけでなく、ウグイやオイカワなど

の魚を好んで食べます。１匹あたりに捕

食 する 魚の 量 が大 変多 いこ とを 考 える

と、ブラックバス等の外来魚よりも生態

系に多大な影響を与えているかもしれま

写真１７ 川を泳ぐカワウ



せん。

その他の鳥の仲間としては、コサギや

アオサギなどが上伊那地方でも多く見ら

れるようになってきました。昼間、水田

地帯でじっとしている様子を確認するこ

とができます。中には、民家の近くまで

飛来して、池にいる鯉などの稚魚などを

食べにくることもあります。

－８－
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５ やなにおける魚の種類と捕獲数  
平成２４年  

     
  1 2 3 4 5 6 7     

  鮎 うなぎ 鯉 ナマズ 雑魚 ブラックバス ブルーギル 備考欄   

9 月 11 日 13 0 0 5 0 0 2 晴れ   

9 月 12 日 1 0 0 0 9 0 0 晴れ   

9 月 13 日 0 0 0 0 4 0 0     

9 月 14 日 1 0 0 0 5 0 0     

9 月 15 日 0 0 0 0 1 0 1     

9 月 16 日 5 0 0 0 1 0 1     

9 月 17 日 6 0 0 0 0 0 0     

9 月 18 日 33 0 1 4 42 0 0     

9 月 19 日 60 0 0 5 90 0 6     

9 月 20 日 9 0 0 1 20 0 1     

9 月 21 日 2 0 0 0 20 0 0     

9 月 22 日 4 0 0 0 23 0 1 曇り後雨   

9 月 23 日 49 0 0 8 450 0 1     

9 月 24 日 14 0 0 0 50 0 0     

9 月 25 日 13 0 0 0 14 2 0     

9 月 26 日 17 0 0 1 20 0 0     

9 月 27 日 5 0 0 0 2 0 3     

9 月 28 日 5 0 0 0 20 0 0     

9 月 29 日 0 0 0 0 0 0 0     

9 月 30 日 19 0 0 10 50 0 0 ニジマス１   

10 月 1 日 100 7 2 2 30 1 0     

10 月 2 日 35 0 0 0 23 0 3     

10 月 3 日 41 0 0 1 12 0 4     

10 月 4 日 12 0 0 1 0 0 0     

10 月 5 日 9 0 0 0 3 0 0     

10 月 6 日 1 0 0 0 0 0 0     

10 月 7 日 13 0 0 0 8 0 0 ザリガニ１ カジカ１ 

10 月 8 日 11 0 0 0 0 0 0     

10 月 9 日 4 0 0 0 0 0 0     

10 月 10 日 10 0 1 1 3 1 0 ニジマス１   

10 月 11 日 3 0 0 0 1 0 0     

10 月 12 日 5 0 0 0 5 0 0     

10 月 13 日 0 0 0 0 10 0 0     

10 月 14 日 2 0 0 0 1 0 0     

10 月 15 日 3 0 0 0 1 0 0     

10 月 16 日 3 0 0 0 1 0 0     

10 月 17 日 30 1 0 5 60 0 1     

10 月 18 日 20 0 3 3 60 0 4 ザリガニ２   

10 月 19 日 15 0 26 1 90 2 4     

10 月 20 日 21 0 0 0 50 0 0     

10 月 21 日 5 0 0 1 30 0 0     

10 月 22 日 1 0 0 0 8 1 0     



10 月 23 日 0 0 0 4 100 1 0     

10 月 24 日 2 0 0 2 56 0 0     

10 月 25 日 0 0 0 0 76 0 0     

10 月 26 日 1 0 0 1 13 2 0     

10 月 27 日 2 0 0 0 21 0 0     

合計 605 8 33 56 1483 10 32     

 

 

平成２６年  
      

  1 2 3 4 5 6 7     

  鮎 うなぎ 鯉 ナマズ 雑魚 ブラックバス ブルーギル 備考欄   

9 月 10 日 2 0 0 0 3 0 0     

9 月 11 日 14 0 0 0 7 0 0     

9 月 12 日 16 0 0 0 1 0 0     

9 月 13 日 5 0 0 0 1 0 0     

9 月 14 日 4 0 0 0 3 0 0     

9 月 15 日 3 1 0 0 5 0 1     

9 月 16 日 3 0 0 0 2 1 0     

9 月 17 日 1 0 0 0 1 0 0     

9 月 18 日 7 0 0 0 4 0 0     

9 月 19 日 10 0 0 0 1 0 0     

9 月 20 日 13 0 0 0 1 0 0     

9 月 21 日 12 0 0 1 3 0 0     

9 月 22 日 8 0 0 1 1 0 0     

9 月 23 日 12 0 0 0 11 0 0     

9 月 24 日 15 0 0 1 18 1 1     

9 月 25 日 9 1 0 0 20 0 0     

9 月 26 日 34 0 0 0 6 0 0     

9 月 27 日 12 0 0 0 65 0 0 ヤマメ１   

9 月 28 日 4 0 2 0 20 2 1 フナ多数   

9 月 29 日 4 0 0 1 20 0 0     

9 月 30 日 2 0 0 0 1 0 0     

10 月 1 日 0 0 0 0 2 0 0     

10 月 2 日 0 0 0 0 1 0 0     

10 月 3 日 1 0 0 0 4 2 0     

10 月 4 日 0 0 0 0 3 0 0     

10 月 5 日 19 0 0 3 130 0 1     

10 月 6 日 0 0 0 0 0 0 0     

10 月 7 日 60 0 0 0 100 0 0     

10 月 8 日 8 0 0 0 20 3 0 アマゴ１   

10 月 9 日 4 0 0 0 7 6 0     

10 月 10 日 0 0 0 0 5 0 0     

10 月 11 日 6 0 0 0 10 1 0     

10 月 12 日 14 0 0 0 10 0 0     

10 月 13 日 5 0 0 0 50 0 0     

10 月 14 日 9 0 2 1 120 1 0     

10 月 15 日 10 0 0 0 100 1 0     



10 月 16 日 4 0 0 0 20 2 0     

10 月 17 日 0 0 0 0 12 2 0     

10 月 18 日 1 0 0 0 18 0 0     

10 月 20 日 0 0 0 0 12 1 0     

10 月 21 日 0 0 0 0 15 2 0     

10 月 22 日 0 0 0 0 27 2 0     

10 月 23 日 2 0 0 0 50 1 0     

10 月 24 日 0 0 1 0 1 0 0     

10 月 25 日 0 0 0 0 11 0 0     

10 月 26 日 0 0 0 0 3 2 0     

10 月 27 日 0 0 0 0 3 1 0     

10 月 28 日 0 0 1 0 2 0 0     

10 月 29 日 0 0 0 0 0 1 0     

10 月 30 日 0 0 0 0 10 0 0     

10 月 31 日 0 0 0 0 10 0 0     

合計 333 2 6 8 950 32 4     

 
平成２７年 

      
  1 2 3 4 5 6 7     

  鮎 うなぎ 鯉 ナマズ 雑魚 ブラックバス ブルーギル 備考欄   

9 月 13 日 80 0 0 1 150 1 1     

9 月 14 日 26 0 0 1 10 0 0     

9 月 15 日 30 0 2 0 30 0 0     

9 月 16 日 10 0 0 0 15 0 0     

9 月 17 日 6 0 0 1 15 0 0     

9 月 18 日 17 0 0 0 15 0 0     

9 月 19 日 9 0 0 0 14 0 0     

9 月 20 日 4 0 0 1 10 1 0     

9 月 21 日 5 0 0 0 0 0 0     

9 月 22 日 3 0 0 0 12 0 0     

9 月 23 日 1 0 0 0 6 0 0     

9 月 24 日 0 0 0 0 2 0 0     

9 月 25 日 23 0 0 0 30 1 0     

9 月 26 日 22 0 0 0 20 2 0     

9 月 27 日 5 0 0 0 0 2 0     

9 月 28 日 0 0 1 0 2 0 0     

9 月 29 日 1 0 0 0 3 0 0     

9 月 30 日 0 0 0 0 0 0 0     

10 月 1 日 3 0 0 0 10 0 0 やな破損   

合計 245 0 3 4 344 7 1     

 


